
（１）JR総武線 新検見川駅 

 南口４番乗り場から千葉海浜交通バス 

 ①「海浜病院」行きで約20分、「海浜病院」下車 

 ②「千葉西高校」または「磯辺高校」行きで約20分、 

  「磯辺8丁目」下車徒歩3分 

（２）JR京葉線 検見川浜駅 

 北口４番乗り場から千葉海浜交通バス 

 ①「海浜病院」行きで約10分、「海浜病院」下車 

 ②「千葉西高校」または「磯辺高校」行きで約10分、 

  「磯辺8丁目」下車徒歩3分 

交 通 案 内 

 
令和4年(2022) 

 

第28号 
 

冬号 

 

 

 

市民に選ばれる 

市民のための 

安心で心あたたまる病院 

～病 院 理 念～ 

発行：千葉市立海浜病院 〒���-�����千葉市美浜区磯辺�丁目��番�号�電話���������������)$;������������� 

千葉市立海浜病院 

院長  吉岡 茂 

事務局  

事務長 鈴木 進一  

皆様、新年あけましておめでとうございます。昨年はオミクロンの第６波で始まり、７波、８波と

ずっと新型コロナ感染拡大が続いた1年でした。年明けには、新型コロナの感染者は軽症者が多い一

方、コロナ感染から持病が悪化し入院となる高齢者が増えていましたが、ここに来てコロナ感染患者数

は著しく減少しています。しかし、まだしばらくはこの感染対策は続ける必要があると思われますの

で、皆様、引き続き気をつけて過ごしていただきたいと思います。 

当院は現在築39年で建物の老朽化のため、給排水系の障害がたびたび発生していますが、パート

ナー企業の方々のご尽力により、今まで無事に病院機能を維持できております。念願の新病院について

は、今年の夏には着工予定で、令和7年末～令和8年春の開院を目指しています。当院は地域小児科セ

ンター、地域周産期母子医療センターとして小児、周産期医療の中核施設でありますが、少子高齢化の

現在、高齢者医療の充実化が最重要課題と考えます。高齢者医療をしっかり行っていくには、救急医療

に加えて、循環器疾患、脳血管障害、整形疾患、がん診療の整備が必要です。そのため、昨年4月より

救急科人員を増員して、救急対応のさらなる強化に努めております。その結果、今年度の救急車受け入

れ台数は大幅に増加し、過去最高となる見込みです。また、今年4月からは、3名体制で脳神経外科が

本格稼働し、脳卒中にも対応可能となります。今後、新病院に向けて、整形外科医の増員や、高齢者の

がん診療（前立腺がん、肺がん）の整備も行っていく予定です。またこの4月より、当院は成人先天性

心疾患総合修練施設に認定される予定であり、移行期医療にも力を注いでいきます。 

今後も引き続き、千葉市民の皆様に「胎児から高齢者まで切れ目のない医療」を届けられるよう、病

院職員一同努力してまいりますので、どうぞよろしくお願い致します。 

最後に、今年1年が皆様にとって素晴らしい1年となりますよう心よりお祈り申し上げます。 

令和４年４月より海浜病院事務局の事務長を務めさせていただいております鈴木と申します。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

海浜病院では、令和４年度から病院長が代わり、病院機能の充実と強化、新病院の円滑な開院に向

けて、新たな体制でスタートを切りました。 

当院はチーム医療を推進しており、専門的知識を有する医師だけでなく、様々な認定資格を持つ看

護師や各種技師、その他の専門スタッフがみんなで協力し、相談し、知恵を出し合って、患者さんの

ためのより良い医療の提供に日々取り組んでいます。 

事務局では私を含め全員一丸となってこれらのスタッフを支え、より良い医療の提供に見えないと

ころで貢献する「縁の下の力持ち」として全力で取り組んでいく所存でございます。 

地域の皆様に信頼され、安心して選ばれる病院として、さらに発展して行けるよう、引き続きご支

援とご指導ご鞭撻の程よろしくお願いいたします。 

＜新年のご挨拶＞ 

＜就任のご挨拶＞ 



＜栄養サポートチーム＞ 

 当院の栄養サポートチーム（167）は、����年�月より活動開始し、����年��月に167稼動施設認定を受

け、医師・看護師・薬剤師・管理栄養士による回診（ラウンド）がはじまりました。また、����年より167認定

教育施設となり、外部からの研修生受け入れも行っています。現在は、理学療法士や言語聴覚士も加わり、週�

回ラウンドを実施しております。ラウンドでの介入内容としては、褥瘡がある方の栄養強化、経腸栄養における

排便コントロール、食事摂取量低下による低栄養改善

などが挙げられます。ラウンドメンバーにてカンファ

レンス後、対象患者の元へ訪室します。時には病棟に

て情報収集も行いながらラウンドを行っております。

ラウンド以外の役割としては、院内の栄養に関する啓

発活動があります。 全体研修会の開催や、経腸栄養指

示の書式提案、研修の案内等を行っています。 

  今後も、患者にとってより良い栄養管理が提供でき

るよう活動して参ります。 

 

   超高齢社会が継続していますが、今後も高齢化が進行する状況です。 

成人病棟では��代の患者さんを見かけることが多くなりました。 

それに伴い褥瘡などの創傷を有して入院される方、皮膚が弱いため入院中 

に皮膚の障害が起きてしまう方も多くみられます。このような背景から 

創傷に対する取り組みは、病院にとって必須の課題となっています。 

 当院では、医師、認定看護師、看護師、理学療法士、薬剤師、栄養士か 

らなる褥瘡対策チームをつくり、毎週火曜日に褥瘡回診を行っています。 

個別の最適な治療について討議しながら、患者さんとのふれあいを大切にしています。 

また、褥瘡が発生する状況は、患者さんが何らかの問題を抱えている状況に他ならないため、局所だけでな  

く、その背景からも問題を抽出し、医療介入することを心掛けています。私たちの取り組みが、患者さん 

一人一人の安心を少しでも支えられるよう、今後も邁進して参ります。 

＜褥瘡対策チーム＞ 

チーム活動のご紹介 

 

 がん患者さんは、がんと診断されてから治療を継続していく中で、治療や今後の生活など様々な不安や悩みを

感じながら生活しています。その中で、患者・家族が必要な情報提供を受け、治療選択、生活と治療の両立、そ

の人が望む治療と療養生活を送ることができるよう共に考え支援していく場を提供していくために、����年にが

ん看護外来を開設しました。����年��月より専用の面談スペースを設け、�名の認定看護師が協働し、週�日間

のがん看護外来で患者や家族の支援を行っています。抗がん剤の副作用対策、痛みなどの症状コントロール、療

養の場や治療の選択、乳がん特有の治療に対するサポートなど、それぞれの専門性を活かしながら連携して支援

を行っています。これからも、がん患者さんやご家族に寄り添い、ゆっくりと患者さんが気持ちを表出できるそ

んな場所を提供し続けたいと思います。 

 

看護部では、日中と夜間の看護補助者（当院での呼称：ナー

スエイド）を増員しました。ナースエイドは、看護師と共に患

者さんを笑顔でやさしくサポートしてくれています。主な業務

は、患者さんが過ごしやすい入院環境を整えることです。 

患者さんとお話したり、一緒に折り紙を折ったりと、患者さ

んの心をnほっ|と和ませてくれています。ナースエイドは、緑ま

たは水色のユニフォームが目印です！病院にとって、患者さん

にとって、とても大切な存在である、ナースエイドをよろしく

お願いします�
AټA
� 

  

当院は災害拠点病院として災害時に中心的な役割を

果たすことが期待されております。体制構築のため、

例年、千葉市消防局、千葉県救急医療センターと合同

で多数傷病者受け入れ訓練を行っておりましたがコロ

ナ流行の影響で中断しており昨年��月

に�年ぶりに実施しました。 

 

従来の訓練は事故に伴って短時間に搬送される多数の傷病者の円

滑な受付・診療に重点を置いて、医療系学生ボランティアに模擬患

者さんをお願いして、�階のホールや廊下などで対応する手順を確

認してきました。今回は休日の大地震の発生を想定して、先の訓練

の前段階として、院内暫定災害対策本部の設置、被災状況確認、病

院幹部との連絡、院外職員の召集・配置などの訓練も加えて���名

規模で実施しました。訓練にあたって連絡体制などの対応手順の見

直しを図った他、参加者から改善点について多くの意見が得られま

した。引き続き災害対応体制の改善をはかりつつ、新病院ではさら

に災害時の対応力強化を目指して準備を進めてまいります。 

がん看護外来のご紹介 


